
＜条例制定の背景＞
　本市は、平成16年に発生した中越大震災、7.13水害の経験から、災害
発生直後の公助が機能するまでの間における避難行動や避難生活において、
自分の命を自分で守る「自助」、身近にいる人同士が助け合う「共助」が災
害から命を守る上で重要かつ不可欠なも
のであるという教訓を得ました。
　近年頻発する自然災害に備えるため、
これらの意識を高めるとともに、市民に
よる自発的な防災・減災のための活動の
促進を図ることを目的として本条例を制
定しました。

＜条例の特徴＞
　本市の地勢の特性を踏まえた地域間共助の在り方や、災害時における多
様性の理解と尊重について規定しています。

⑴　本市が広大な市域を有することを踏まえ、地域の特性に応じた災害へ
の備えを実施するほか、災害時に地域間で相互に助け合うこと（地域間
の共助）を規定

⑵　災害時において、一人ひとりが抱える困難等には多様性があることを
理解し、互いの立場を尊重して共助に努めること（多様性の理解と尊重）
を規定
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正副議長に最終条例案を手交する市民防災条例（仮称）制定検討委員会委員
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市
議
会
で
は
９
月
定
例
会
最
終
日
の
９
月
24
日
、「
長
岡
市
自
助
・
共
助
の
意
識
を
高

め
市
民
の
い
の
ち
を
守
る
条
例
」を
発
議
し
、全
会
一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。こ
の
条
例
は
、

今
年
３
月
に
市
民
防
災
条
例
（
仮
称
）
制
定
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
検
討
し
て
き

た
も
の
で
す
。

　
条
例
の
施
行
日
は
、
中
越
大
震
災
か
ら
20
年
と
な
る
令
和
６
年
10
月
23
日
で
す
。

９月定例会で審議
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決
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ほ
か

　
９
月
定
例
会
は
９
月
３
日
か
ら
９
月
24
日

ま
で
の
22
日
間
の
会
期
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

令
和
６
年
度
一
般
会
計
や
特
別
会
計
の
補
正

予
算
な
ど
市
長
提
出
議
案
20
件
、
議
員
提
出

議
案
１
件
、
委
員
会
提
出
議
案
２
件
を
審
議

し
ま
し
た
。

　
議
案
等
の
審
議
結
果
は
、
４
ペ
ー
ジ
の
「
会

派
別
議
案
賛
否
一
覧
表
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

本条例について

条例全文など本条例に関する情報は、市議会ホーム
ページでご覧いただけます。

提案理由の説明を行う磯田市長

提案理由説明を行う丸山勝総議員

1

ホームページで議会の録画中継を配信中→https://www.city.nagaoka.niigata.jp/shigikai/
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市議会だより市議会だよりなが
おか
なが
おか

志、未来へ。
長岡
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号233市議会だより市議会だよりなが
おか
なが
おか

議会の臨場感をスマホでも！
　各議員の顔写真の右下に二次元コードを掲載しています。スマートフォンやタブレットで二次元コードを読み
取ると、それぞれの議員の一般質問を動画でご覧いただけます。

　
税
金
の
使
い
道
に
関
す
る
情
報

を
細
部
ま
で
公
開
し
、
開
か
れ
た

長
岡
市
を
目
指
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
市

の
認
識
を
伺
う
。

　
市
政
情
報
を
積
極
的
に
公
開
し
、

市
政
運
営
の
透
明
性
を
高
め
て
い

く
こ
と
が
本
市
の
基
本
的
な
姿
勢
で
あ

る
。
今
後
、
財
源
の
確
保
が
一
層
厳
し

さ
を
増
す
状
況
を
踏
ま
え
、
施
策
等
の

成
果
を
検
証
し
、
そ
の
見
直
し
に
積
極

的
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
市
政
の
重
要

な
課
題
と
考
え
る
。
そ
の
た
め
、
市
議

会
で
の
議
論
等
を
通
し
て
、
市
民
の
声

を
政
策
立
案
に
一
層
反
映
で
き
る
よ
う
、

ま
ず
は
各
所
属
が
事
業
の
成
果
検
証
に

用
い
る
デ
ー
タ
の
公
開
に
取
り
組
ん
で

い
く
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
て
、
効
率
的
、
効
果
的
に
デ
ー
タ
の

整
理
や
公
開
が
で
き
る
よ
う
な
新
し
い

事
務
事
業
の
評
価
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に

つ
い
て
も
、
調
査
研
究
を
進
め
て
い
く
。

　
総
合
戦
略
に
ひ
も
づ
く
事
務
事

業
を
管
理
で
き
て
い
な
い
本
市
の

組
織
体
制
に
は
大
き
な
課
題
が
あ
る
と

考
え
る
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
総
合
戦
略
に
基
づ
く
全
て
の
事

業
は
、
戦
略
の
目
標
達
成
に
向
け

て
所
管
課
が
継
続
的
に
効
果
を
検
証
し
、

各
事
業
ご
と
に
そ
の
有
効
性
や
課
題
等

を
検
討
、
改
善
す
る
こ
と
で
進
捗
を
管

理
し
て
い
る
。
ま
た
、
毎
年
度
の
予
算

編
成
時
に
も
、
実
施
の
可
否
も
含
め
て

評
価
、
精
査
さ
れ
て
い
る
。
特
に
、
人

材
や
予
算
を
投
入
し
て
重
点
的
に
進
め

る
べ
き
課
題
に
対
応
し
た
施
策
や
事
業

に
つ
い
て
は
、
国
の
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
交
付
金
事
業
に
申
請
し
、

こ
れ
ま
で
計
17
事
業
が
採
択
さ
れ
て
お

り
、
重
要
業
績
評
価
指
数
を
設
定
し
て

毎
年
度
進
捗
状
況
を
把
握
し
て
い
る
。

　
国
民
健
康
保
険
料
の
現
状
に
つ

い
て
、
市
の
認
識
を
伺
う
。

　
国
民
健
康
保
険
の
被
保
険
者
は

年
々
減
少
し
て
い
る
が
、
高
齢
者

や
低
所
得
者
の
加
入
割
合
は
増
加
し
て

お
り
、
１
人
当
た
り
の
医
療
費
も
増
加

傾
向
に
あ
る
。
今
後
も
高
齢
者
数
は
増

加
見
込
み
で
あ
り
、
国
民
健
康
保
険
の

財
政
も
厳
し
い
状
況
が
続
く
と
認
識
し

て
い
る
た
め
、
国
民
健
康
保
険
料
に
つ

い
て
は
、
社
会
の
経
済
状
況
等
も
踏
ま

え
な
が
ら
算
定
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
一
方
で
、
市
と
し
て
も
被

保
険
者
の
生
活
が
厳
し
い
状
況
に
置
か

れ
て
い
る
こ
と
は
認
識
し
て
お
り
、
そ

の
上
で
過
剰
な
負
担
と
な
ら
な
い
よ
う

　
今
年
１
月
に
発
生
し
た
能
登
半

島
地
震
に
よ
り
、
志
賀
原
発
で
変

圧
器
の
一
部
破
損
や
油
漏
れ
等
が
発
生
し

た
こ
と
を
踏
ま
え
、
柏
崎
刈
羽
原
発
の
再

稼
働
に
対
す
る
市
の
見
解
を
伺
う
。

　
柏
崎
刈
羽
原
発
を
め
ぐ
っ
て
は
、

①
能
登
半
島
地
震
を
踏
ま
え
た
地

震
リ
ス
ク
の
再
検
証
、②
屋
内
退
避
の

実
効
性
、③
原
子
力
災
害
と
豪
雪
と
の

複
合
災
害
時
の
除
雪
体
制
や
避
難
手
段

の
確
保
、④
被
害
想
定
シ
ミ
ュ
レ
ー

シ
ョ
ン
が
未
実
施
で
あ
る
こ
と
、⑤
集

中
立
地
リ
ス
ク
の
軽
減
に
向
け
た
廃
炉

の
具
体
的
な
方
針
が
示
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
、⑥
電
力
事
業
者
の
適
格
性
と

い
っ
た
課
題
が
あ
る
。
特
に
、
電
力
事

業
者
の
適
格
性
に
つ
い
て
は
、
東
京
電

力
に
対
す
る
市
民
、
県
民
の
不
信
感
が

払
拭
さ
れ
て
お
ら
ず
、
国
が
中
心
と

な
っ
て
新
た
な
電
力
事
業
体
を
作
る
こ

と
も
一
案
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
を

踏
ま
え
、
現
時
点
に
お
い
て
再
稼
働
の

是
非
の
議
論
を
進
め
る
状
況
で
は
全
く

な
い
と
認
識
し
て
お
り
、
引
き
続
き
国

に
対
し
て
安
全
対
策
、
避
難
対
策
の
強

化
と
市
民
へ
の
丁
寧
な
説
明
を
求
め
て

い
く
。　

第
３
次
な
が
お
か
男
女
共
同
参

画
基
本
計
画
を
踏
ま
え
た
本
市
の

審
議
会
等
に
お
け
る
女
性
の
参
画
状
況

に
つ
い
て
伺
う
。

　
本
計
画
で
は
、
本
市
の
審
議
会
、

委
員
会
等
に
お
け
る
女
性
委
員
の

登
用
率
を
成
果
指
標
の
一
つ
と
し
て
お

り
、
令
和
13
年
度
ま
で
の
目
標
値
を

40
％
か
ら
60
％
と
し
て
い
る
。
令
和
６

年
４
月
１
日
現
在
の
登
用
率
は
39
・

６
％
で
、
計
画
策
定
時
の
令
和
３
年
と

比
べ
４
・
２
ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
、
目
標

値
に
近
づ
い
て
い
る
。

　
柏
崎
刈
羽
原
発
に
係
る
国
に
よ

る
県
民
説
明
会
に
つ
い
て
、
市
の

認
識
を
伺
う
。

　
知
事
お
よ
び
周
辺
自
治
体
の
首

長
の
要
望
に
よ
り
、
７
月
15
日
に

国
に
よ
る
県
民
説
明
会
が
開
催
さ
れ
、

オ
ン
ラ
イ
ン
や
サ
テ
ラ
イ
ト
会
場
も
含

め
て
１
２
０
名
が
参
加
し
た
。
当
日
は

原
子
力
規
制
庁
等
国
の
担
当
者
か
ら
説

明
が
あ
り
、
参
加
者
か
ら
は
原
発
の
安

全
対
策
や
複
合
災
害
時
の
避
難
等
に
関

す
る
不
安
の
声
が
相
次
い
だ
。
市
と
し

て
は
、
国
に
対
し
、
よ
り
前
面
に
出
て

問
題
解
決
に
当
た
る
こ
と
を
強
く
求
め

る
と
と
も
に
、
引
き
続
き
住
民
の
不
安

の
声
に
真
摯
に
向
き
合
い
、
住
民
に
分

か
り
や
す
く
、
丁
寧
な
説
明
を
繰
り
返

し
行
う
よ
う
、
市
長
会
や
市
町
村
研
究

会
を
通
じ
て
求
め
て
い
く
。

　
若
年
女
性
の
流
出
に
つ
い
て
、

市
の
認
識
と
今
後
の
取
り
組
み
を

伺
う
。　

令
和
５
年
に
本
市
か
ら
転
出
し

た
女
性
の
３
割
が
職
業
を
理
由
に

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
女
性
が
生
き
生

き
と
働
け
る
魅
力
あ
る
仕
事
の
創
出
や

職
場
環
境
の
整
備
が
人
材
の
定
着
、
流

出
対
策
と
し
て
重
要
に
な
っ
て
い
る
。

　
市
と
し
て
は
、
女
性
活
躍
の
推
進
と

多
様
性
確
保
の
観
点
か
ら
魅
力
的
な
職

場
環
境
づ
く
り
を
目
指
し
、
積
極
的
に

支
援
し
て
い
く
。
ま
た
、
働
く
女
性
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
に
加
え
、
女
性

の
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
合
わ
せ
た
キ
ャ

リ
ア
ア
ッ
プ
や
テ
レ
ワ
ー
ク
を
促
進
す

る
施
策
も
新
た
に
進
め
て
い
く
。
さ
ら

に
選
ば
れ
る
ま
ち
長
岡
へ
向
け
て
、

オ
ー
ル
長
岡
の
総
力
を
結
集
し
て
取
り

組
み
、
女
性
が
長
岡
で
生
き
生
き
と
暮

ら
せ
る
よ
う
な
環
境
を
作
っ
て
い
く
。

保
険
料
の
設
定
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

な
お
、
こ
の
状
況
は
本
市
だ
け
で
な
く

全
国
的
な
問
題
で
も
あ
る
た
め
、
全
国

市
長
会
を
通
じ
て
、
持
続
可
能
な
国
民

健
康
保
険
制
度
が
確
立
で
き
る
よ
う
、

財
政
支
援
の
強
化
を
国
に
強
く
要
望
し

て
い
る
。

　
国
に
対
し
て
奨
学
金
制
度
、
特

に
給
付
型
奨
学
金
制
度
の
拡
充
を

求
め
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
が
、
市
の

考
え
を
伺
う
。

　
国
の
給
付
型
奨
学
金
制
度
は
、

意
欲
と
能
力
の
あ
る
学
生
が
経
済

的
な
理
由
に
よ
り
大
学
等
へ
の
進
学
を

断
念
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
ま
た
優

秀
な
学
生
を
育
て
る
育
英
の
観
点
か
ら
、

必
要
な
制
度
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

給
付
型
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て
は
、
国

が
制
度
を
創
設
し
、
独
立
行
政
法
人
日

本
学
生
支
援
機
構
が
実
施
し
て
い
る
が
、

学
生
の
負
担
が
よ
り
軽
減
さ
れ
る
よ
う
、

制
度
の
拡
充
に
つ
い
て
引
き
続
き
国
に

要
望
し
て
い
く
。

　
今
年
４
月
に
三
島
支
所
の
産
業

建
設
課
を
廃
止
し
、
所
管
す
る
業

務
を
本
庁
直
轄
と
し
た
こ
と
に
よ
り
、

現
在
ま
で
に
課
題
が
生
じ
て
い
な
い
か
、

市
の
認
識
を
伺
う
。

　
本
庁
・
支
所
機
能
の
見
直
し
を

実
施
し
た
支
所
に
つ
い
て
は
、
関

係
課
と
随
時
連
絡
を
取
り
な
が
ら
、
住

民
生
活
へ
の
影
響
等
を
確
認
し
て
い
る
。

現
時
点
で
は
、
新
体
制
に
対
す
る
苦
情

等
が
寄
せ
ら
れ
た
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な

く
、
大
き
な
見
直
し
が
必
要
と
な
る
課

題
は
な
い
と
認
識
し
て
い
る
。
住
民
か

ら
意
見
が
寄
せ
ら
れ
た
際
に
は
、
関
係

課
に
確
認
を
し
な
が
ら
必
要
な
改
善
を

迅
速
に
図
っ
て
い
く
。
一
方
で
、
個
別

の
業
務
で
は
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
視
点

か
ら
本
庁
関
係
課
と
各
支
所
の
役
割
分

担
を
改
め
て
確
認
す
る
な
ど
、
日
々
改

善
を
進
め
て
い
る
。
今
後
改
め
て
地
域

住
民
や
関
係
者
に
聞
き
取
り
を
行
い
、

意
見
を
来
年
度
の
体
制
づ
く
り
に
生
か

し
て
い
く
。

　
地
域
の
宝
磨
き
上
げ
事
業
の
成

果
と
課
題
に
つ
い
て
、
市
の
見
解

を
伺
う
。

　
本
事
業
は
、
地
域
住
民
の
自
信

と
誇
り
を
醸
成
し
、
地
域
に
愛
着

を
持
っ
て
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た

ち
へ
の
継
承
を
支
援
す
る
目
的
で
平
成

27
年
に
開
始
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
地
域

の
伝
統
文
化
を
小
・
中
学
生
に
継
承
す

る
取
り
組
み
や
、
地
域
住
民
や
若
者
が

主
体
と
な
っ
て
行
う
イ
ベ
ン
ト
等
が
各

支
所
地
域
で
展
開
さ
れ
、
地
域
内
外
の

交
流
促
進
等
に
つ
な
が
っ
て
お
り
、
一

定
の
成
果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

一
方
で
、
活
動
団
体
の
高
齢
化
や
担
い

手
不
足
が
顕
在
化
し
て
お
り
、
地
域
同

士
の
連
携
強
化
や
地
域
外
の
人
材
活
用

等
の
仕
組
み
を
検
討
し
て
い
る
。
今
後

も
各
団
体
の
取
り
組
み
を
下
支
え
し
、

支
所
地
域
の
振
興
を
推
進
し
て
い
く
。

五十嵐 良一
（長岡令和クラブ）

笠井　則雄
（共産党市議団）

衣川　広志
（無所属クラブ）

服部　耕一
（共産党市議団）

関　充夫
（長岡令和クラブ）

国
民
健
康
保
険
に
つ
い
て

柏
崎
刈
羽
原
発
の

再
稼
働
問
題
に
つ
い
て

人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

学
生
支
援
に
つ
い
て

柏
崎
刈
羽
原
発
の

　
再
稼
働
問
題
に
つ
い
て

事
業
に
関
す
る
デ
ー
タ
の

公
開
に
つ
い
て

総
合
戦
略
に
つ
い
て

長
岡
市
の
諸
課
題
に
つ
い
て

五十嵐　良一

笠井　則雄

衣川　広志

服部　耕一

関　充夫

第
３
次
な
が
お
か
男
女
共
同
参
画

基
本
計
画
等
に
つ
い
て

９月定例会

主な質問と答弁の要旨を掲載します

10人が一般質問10人が一般質問10人が一般質問

一般質問とは一般質問とは
　議員が長岡市の一般事務について、市長をはじめとする執行機関等に対し、
その適正な実施がなされているかを問いただしたり、自身の所信を表明した
りすることを目的とする質問をいいます。
　一般質問は、定例会に限って認められ、提出された議案とは関係なく本会
議で行われます。
　なお、長岡市議会の一般質問では、質問の論点や争点を明確にし、執行機
関から十分かつ正確な答弁を得ることで充実した能率的な議会運営を図るた
め、あらかじめ議長に質問の要旨を通告する「通告制」が採用されています。
　また、長岡市議会では、一般質問の在り方を長岡市議会基本条例で定めて
おり、議員が一般質問を行うに当たっては、広く市民の市政に対する理解と
関心を高めるように努めなければならないとされています。

　

　
本
市
に
お
け
る
指
定
管
理
者
制

度
の
課
題
認
識
と
、
こ
れ
ま
で
の

見
直
し
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
で
は
、
平
成
18
年
度
の
制
度

導
入
以
降
、
事
業
者
の
選
定
基
準

や
運
用
指
針
等
の
見
直
し
を
重
ね
、
適

正
な
制
度
運
用
に
努
め
て
き
た
。
近
年

は
人
口
減
少
等
が
進
む
中
、
利
用
者
数

や
料
金
収
入
の
増
加
を
図
る
こ
と
が
難

し
く
、
ま
た
応
募
者
数
が
少
な
い
な
ど

の
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ

れ
を
踏
ま
え
、
利
益
の
一
部
を
指
定
管

理
者
が
確
保
す
る
利
益
還
元
納
付
金
制

度
を
試
行
導
入
し
た
ほ
か
、
一
定
の
要

件
を
満
た
し
た
場
合
に
指
定
期
間
を
延

長
で
き
る
運
用
を
導
入
す
る
な
ど
、
随

時
制
度
の
改
善
を
図
っ
て
い
る
。
今
後

も
、
選
定
の
公
平
性
と
透
明
性
、
競
争

性
を
確
保
し
な
が
ら
、
事
業
者
が
ノ
ウ

ハ
ウ
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く

り
や
適
正
な
制
度
運
営
に
努
め
て
い
く
。

　
支
所
地
域
に
お
け
る
公
共
施
設

の
在
り
方
の
検
討
に
地
域
住
民
の

声
を
よ
り
生
か
す
た
め
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
組
織
を
核
と
し
た
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
体
制
が
各
支
所
地
域
で

ス
タ
ー
ト
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

組
織
で
は
、
支
所
と
連
携
し
な
が
ら
地

域
の
声
を
聞
き
、
課
題
解
決
に
向
け
た

検
討
を
行
っ
て
お
り
、
公
共
施
設
の
在

り
方
に
つ
い
て
も
話
し
合
わ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
与
板
地
域
や
川
口
地
域
に
お

け
る
地
域
交
流
拠
点
施
設
の
整
備
に
当

た
っ
て
は
、
地
域
住
民
等
で
構
成
す
る

懇
談
会
等
を
設
置
し
、
そ
こ
で
挙
げ
ら

れ
た
意
見
を
参
考
に
基
本
構
想
を
取
り

ま
と
め
た
。
引
き
続
き
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
組
織
を
は
じ
め
と
し
た
地
域

住
民
と
支
所
、
本
庁
関
連
部
局
が
連
携

し
、
議
論
を
尽
く
し
て
い
く
。

　
健
康
増
進
に
有
効
な
Ｐ
Ｈ
Ｒ
の

利
活
用
に
向
け
、
市
民
の
意
識
改

革
と
基
盤
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
市
の
認
識
を
伺
う
。

　
Ｐ
Ｈ
Ｒ
の
利
活
用
に
当
た
っ
て

は
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
や

Ｐ
Ｈ
Ｒ
の
適
正
な
利
活
用
の
た
め
の
指

針
の
遵
守
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
安
全

性
や
効
果
を
見
極
め
た
上
で
活
用
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
。
市
で
は
Ｐ
Ｈ
Ｒ
活

用
の
基
盤
整
備
の
一
つ
と
し
て
、
今
年

度
健
康
ア
プ
リ
を
導
入
す
る
予
定
で
あ

る
。
本
ア
プ
リ
で
は
、
特
定
健
診
等
の

結
果
デ
ー
タ
を
連
携
さ
せ
、
利
用
者
が

健
康
増
進
に
向
け
た
行
動
変
容
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
準
備
し
て
い
る
。
今
後

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
活
用
の
施
策

に
つ
い
て
研
究
し
、
市
民
の
健
康
増
進

　
部
活
動
地
域
移
行
に
よ
っ
て
、

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
に
触
れ
る
機
会

の
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
市
の
見
解

を
伺
う
。

　
本
市
で
は
、
部
活
動
を
地
域
に

移
行
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど

も
た
ち
の
も
っ
と
活
動
し
た
い
、
さ
ま

ざ
ま
な
種
目
に
挑
戦
し
た
い
な
ど
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
、
ジ
ュ

ニ
ア
活
動
環
境
の
全
体
構
想
を
ま
と
め
、

そ
の
中
に
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
も
含
め
、

層
の
厚
い
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
併
せ
て
、

保
護
者
の
経
費
や
送
迎
等
の
負
担
に
つ

い
て
も
、
現
在
検
討
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
全
体
構
想
の
実
現
に
よ
り
、
子
ど

に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
民
生
委
員
１
人
当
た
り
の
担
当

世
帯
数
の
格
差
や
担
い
手
不
足
に

つ
い
て
、
市
の
認
識
と
対
応
状
況
を
伺
う
。

　
本
市
の
民
生
委
員
の
定
数
は
、

５
６
１
人
で
あ
り
、
令
和
４
年
の

一
斉
改
選
当
時
の
欠
員
は
15
人
で
あ
っ

た
。
現
在
、
民
生
委
員
１
人
当
た
り
の

担
当
世
帯
数
の
多
さ
や
担
い
手
不
足
等

の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　
市
と
し
て
は
、
災
害
時
の
連
絡
を
迅

速
化
す
る
た
め
に
通
信
ア
プ
リ
を
導
入

す
る
な
ど
、
民
生
委
員
の
業
務
量
の
削

減
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度
か

ら
市
単
独
事
業
と
し
て
民
生
委
員
協
力

員
制
度
を
創
設
し
、
民
生
委
員
の
指
示
、

指
導
の
下
、
地
域
の
見
守
り
活
動
等
で

民
生
委
員
を
補
佐
す
る
人
員
を
新
た
に

配
置
し
て
い
る
。
今
後
、
例
え
ば
民
生

委
員
協
力
員
の
対
象
を
個
人
に
限
ら
ず

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
に
も
拡
大
す
る
な
ど
、

担
い
手
不
足
を
補
完
す
る
仕
組
み
を
さ

ら
に
研
究
し
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
マ
イ
ナ
保
険
証
の
普
及
に
つ
い
て

池田　明弘
（長岡市公明党）

　
本
市
は
支
所
の
一
部
機
能
を
本

庁
や
地
域
事
務
所
に
移
管
す
る
本

庁
・
支
所
機
能
の
見
直
し
を
進
め
て
い

る
が
、
改
め
て
支
所
地
域
に
お
け
る
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
市
の
基
本

的
な
考
え
を
伺
う
。

　
支
所
地
域
で
は
、
地
域
の
担
い

手
不
足
に
よ
り
、
除
雪
や
空
き
家
、

鳥
獣
被
害
へ
の
対
応
等
の
問
題
が
顕
在

化
し
て
お
り
、
地
域
社
会
の
維
持
が
市

政
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
。
市
で
は
、
支
所
地
域
の
目
指
す
地

域
像
と
し
て
、
安
全
・
安
心
に
住
み
続

け
ら
れ
る
地
域
と
、
地
域
の
個
性
を
生

か
し
、
将
来
に
向
け
て
新
た
な
価
値
を

生
み
出
し
て
い
く
地
域
の
二
つ
を
設
定

し
た
。
そ
の
実
現
に
向
け
、
支
所
と
地

域
の
連
携
強
化
等
に
よ
る
マ
ン
パ
ワ
ー
の

確
保
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
に
よ
る
良
好
な
生
活
環
境
の
提

供
、
移
住
等
の
推
進
、
地
域
を
愛
す
る
気

持
ち
の
醸
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
支
所
地
域
の
自
然
や
伝
統
文
化
を
守

り
、
新
た
な
価
値
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
は
、
本
市
全
体
の
魅
力
向
上
に
も
つ

な
が
る
。
地
域
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
結
集

し
て
課
題
解
決
を
図
り
な
が
ら
、
住
み

続
け
ら
れ
る
地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
。

　
全
て
の
窓
口
業
務
を
支
所
で
も

対
応
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
本
庁
・
支
所
機
能
の
見
直
し
後

に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
支
所
で

行
っ
て
い
た
各
種
相
談
や
手
続
き
は
各

支
所
の
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
る
。
一

部
の
専
門
的
な
相
談
は
、
支
所
職
員
が

本
庁
と
連
絡
を
取
り
、
そ
の
場
で
対
応

し
た
り
、
必
要
に
応
じ
て
本
庁
職
員
が

支
所
に
出
向
い
て
対
応
す
る
な
ど
、
柔

軟
で
き
め
細
か
な
窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
、
支
所
地
域

の
住
民
が
各
種
相
談
や
手
続
き
を
支
所

の
窓
口
で
行
え
る
よ
う
対
応
し
て
い
く
。

も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
芸
術
活
動

に
触
れ
る
機
会
の
充
実
を
さ
ら
に
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
指
導
ス
タ
ッ
フ
お
よ
び
活
動
サ

ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
そ
の
必
要

人
員
お
よ
び
人
員
に
不
足
が
生
じ
た
場

合
の
対
応
を
伺
う
。

　
指
導
ス
タ
ッ
フ
お
よ
び
活
動
サ

ポ
ー
タ
ー
は
、
約
１
１
０
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
と
約
20
の
文
化
芸
術
活
動

に
そ
れ
ぞ
れ
２
人
を
配
置
す
る
場
合
、

計
２
５
０
人
程
度
、
１
人
が
午
前
と
午

後
で
異
な
る
部
活
動
を
担
当
す
る
と
し

て
、
そ
の
半
分
の
人
員
が
必
要
と
な
る
。

仮
に
人
員
に
不
足
が
生
じ
た
場
合
、
指

導
員
が
土
曜
日
の
午
前
と
午
後
、
日
曜

日
の
午
前
と
午
後
で
異
な
る
部
活
を
担

当
す
る
な
ど
、
必
要
人
員
を
削
減
す
る

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
し
て
い
る
が
、

ま
ず
は
人
員
確
保
に
努
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。
引
き
続
き
、
学
校
を
通
じ
た

周
知
な
ど
広
報
に
努
め
る
と
と
も
に
、

県
内
の
大
学
や
市
内
の
企
業
に
も
協
力

を
働
き
か
け
る
な
ど
広
く
希
望
者
を
募

り
、
人
材
を
確
保
し
て
い
く
。

長坂　将志
（共産党市議団）

大竹　雅春
（市民クラブ）

笠井　綾華
（無所属クラブ）

本
市
に
お
け
る

部
活
動
地
域
移
行
に
つ
い
て

Ｐ
Ｈ
Ｒ
の
利
活
用
に
よ
る

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

配
置
に
つ
い
て

支
所
地
域
に
お
け
る

公
共
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て

本
庁
・
支
所
機
能

　
見
直
し
後
の
諸
課
題
と

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

※

1

※

2

池田　明弘

長坂　将志

大竹　雅春

笠井　綾華

　
個
別
避
難
計
画
の
作
成
期
間
の

目
安
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
伺

う
。
ま
た
、
そ
の
期
間
内
に
避
難
支
援

実
施
者
を
決
定
す
る
の
か
伺
う
。

　
令
和
３
年
度
に
個
別
避
難
計
画

の
作
成
が
市
町
村
の
努
力
義
務
と

さ
れ
、
優
先
度
の
高
い
避
難
行
動
要
支

援
者
に
つ
い
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
、
５
年
程
度
で
取
り
組
む
も
の
と
規

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お

い
て
も
、
７
年
度
末
を
目
安
に
作
成
を

進
め
て
い
る
。
ま
た
、
避
難
支
援
実
施

者
に
つ
い
て
は
、
７
年
度
末
ま
で
に
選

定
し
、
計
画
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
る
が
、
現
実
に
は

支
援
者
を
特
定
で
き
な
い
事
例
も
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　
個
別
避
難
計
画
に
実
効
性
を
持

た
せ
る
た
め
の
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
現
在
市
で
は
、
優
先
度
の
高
い

避
難
行
動
要
支
援
者
に
つ
い
て
、

個
別
避
難
計
画
の
作
成
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
中
で
支
援
者
が
い
な
い
、
ま
た
は

見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
、
本
人
の
意
向

や
個
人
情
報
保
護
の
観
点
も
考
慮
し
た

上
で
、
町
内
会
や
自
主
防
災
会
等
の
理

解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
支
援
体
制
を
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
要
支
援
者

と
地
域
の
仲
立
ち
が
必
要
と
な
る
ほ
か
、

支
援
者
の
選
定
に
当
た
り
、
民
生
委
員

等
の
福
祉
関
係
者
や
町
内
会
、
自
主
防

災
会
等
と
の
調
整
が
生
じ
る
。
以
上
を

踏
ま
え
、
今
後
福
祉
保
健
部
と
危
機
管

理
防
災
本
部
が
よ
り
連
携
し
て
体
制
を

強
化
し
、
地
域
に
入
っ
て
支
援
者
の
選

定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
市
と
地
域
が

個
別
避
難
計
画
に
つ
い
て
認
識
を
共
有

し
な
が
ら
、
実
効
性
の
あ
る
計
画
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

本
市
に
お
け
る
誰
一人
取
り
残
さ
な
い

防
災
へ
の
取
組
に
つ
い
て

高橋　美里

※１　PHR：Personal Health Record（パーソナル・ヘルス・レコード）の略。個人の健康診断結果や服薬歴等の健康等情報を電子記録として本人や家族が正確に把握するための仕組み。
※２　ICT：Information and Communication Technology（インフォメーション・アンド・コミュニケーション・テクノロジー）の略。情報通信技術。

高橋　美里
（無所属クラブ）

12月定例会のご案内 12月定例会の日程については、
市議会ホームページをご確認ください。

本会議

議会運営委員会

・開会　　午後１時
・受付　　午後０時30分からアオーレ長岡西棟２階（傍聴受付）にて
・定員　　一般席65人、車いす席２人、親子傍聴席10人

常任委員会
・開会　午前10時
・受付　午前９時30分からアオーレ長岡
　　　　西棟４階（議会事務局）にて
・定員　12人

・開会　午前11時30分
・受付　午前11時からアオーレ長岡
　　　　西棟４階（議会事務局）にて
・定員　12人

議場傍聴席 親子傍聴席
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本
市
に
お
け
る
指
定
管
理
者
制

度
の
課
題
認
識
と
、
こ
れ
ま
で
の

見
直
し
実
績
に
つ
い
て
伺
う
。

　
市
で
は
、
平
成
18
年
度
の
制
度

導
入
以
降
、
事
業
者
の
選
定
基
準

や
運
用
指
針
等
の
見
直
し
を
重
ね
、
適

正
な
制
度
運
用
に
努
め
て
き
た
。
近
年

は
人
口
減
少
等
が
進
む
中
、
利
用
者
数

や
料
金
収
入
の
増
加
を
図
る
こ
と
が
難

し
く
、
ま
た
応
募
者
数
が
少
な
い
な
ど

の
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
こ

れ
を
踏
ま
え
、
利
益
の
一
部
を
指
定
管

理
者
が
確
保
す
る
利
益
還
元
納
付
金
制

度
を
試
行
導
入
し
た
ほ
か
、
一
定
の
要

件
を
満
た
し
た
場
合
に
指
定
期
間
を
延

長
で
き
る
運
用
を
導
入
す
る
な
ど
、
随

時
制
度
の
改
善
を
図
っ
て
い
る
。
今
後

も
、
選
定
の
公
平
性
と
透
明
性
、
競
争

性
を
確
保
し
な
が
ら
、
事
業
者
が
ノ
ウ

ハ
ウ
を
存
分
に
発
揮
で
き
る
環
境
づ
く

り
や
適
正
な
制
度
運
営
に
努
め
て
い
く
。

　
支
所
地
域
に
お
け
る
公
共
施
設

の
在
り
方
の
検
討
に
地
域
住
民
の

声
を
よ
り
生
か
す
た
め
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
令
和
５
年
度
か
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
組
織
を
核
と
し
た
新
た

な
ま
ち
づ
く
り
体
制
が
各
支
所
地
域
で

ス
タ
ー
ト
し
た
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進

組
織
で
は
、
支
所
と
連
携
し
な
が
ら
地

域
の
声
を
聞
き
、
課
題
解
決
に
向
け
た

検
討
を
行
っ
て
お
り
、
公
共
施
設
の
在

り
方
に
つ
い
て
も
話
し
合
わ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
与
板
地
域
や
川
口
地
域
に
お

け
る
地
域
交
流
拠
点
施
設
の
整
備
に
当

た
っ
て
は
、
地
域
住
民
等
で
構
成
す
る

懇
談
会
等
を
設
置
し
、
そ
こ
で
挙
げ
ら

れ
た
意
見
を
参
考
に
基
本
構
想
を
取
り

ま
と
め
た
。
引
き
続
き
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
推
進
組
織
を
は
じ
め
と
し
た
地
域

住
民
と
支
所
、
本
庁
関
連
部
局
が
連
携

し
、
議
論
を
尽
く
し
て
い
く
。

　
健
康
増
進
に
有
効
な
Ｐ
Ｈ
Ｒ
の

利
活
用
に
向
け
、
市
民
の
意
識
改

革
と
基
盤
整
備
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
、
市
の
認
識
を
伺
う
。

　
Ｐ
Ｈ
Ｒ
の
利
活
用
に
当
た
っ
て

は
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
や

Ｐ
Ｈ
Ｒ
の
適
正
な
利
活
用
の
た
め
の
指

針
の
遵
守
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
安
全

性
や
効
果
を
見
極
め
た
上
で
活
用
す
べ

き
と
考
え
て
い
る
。
市
で
は
Ｐ
Ｈ
Ｒ
活

用
の
基
盤
整
備
の
一
つ
と
し
て
、
今
年

度
健
康
ア
プ
リ
を
導
入
す
る
予
定
で
あ

る
。
本
ア
プ
リ
で
は
、
特
定
健
診
等
の

結
果
デ
ー
タ
を
連
携
さ
せ
、
利
用
者
が

健
康
増
進
に
向
け
た
行
動
変
容
に
つ
な

げ
ら
れ
る
よ
う
準
備
し
て
い
る
。
今
後

も
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
活
用
の
施
策

に
つ
い
て
研
究
し
、
市
民
の
健
康
増
進

　
部
活
動
地
域
移
行
に
よ
っ
て
、

ス
ポ
ー
ツ
や
文
化
に
触
れ
る
機
会

の
減
少
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
市
の
見
解

を
伺
う
。

　
本
市
で
は
、
部
活
動
を
地
域
に

移
行
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
子
ど

も
た
ち
の
も
っ
と
活
動
し
た
い
、
さ
ま

ざ
ま
な
種
目
に
挑
戦
し
た
い
な
ど
の
多

様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た
め
に
、
ジ
ュ

ニ
ア
活
動
環
境
の
全
体
構
想
を
ま
と
め
、

そ
の
中
に
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
も
含
め
、

層
の
厚
い
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
環
境
を
整

備
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。
併
せ
て
、

保
護
者
の
経
費
や
送
迎
等
の
負
担
に
つ

い
て
も
、
現
在
検
討
を
進
め
て
い
る
。

こ
の
全
体
構
想
の
実
現
に
よ
り
、
子
ど

に
つ
な
げ
て
い
く
。

　
民
生
委
員
１
人
当
た
り
の
担
当

世
帯
数
の
格
差
や
担
い
手
不
足
に

つ
い
て
、
市
の
認
識
と
対
応
状
況
を
伺
う
。

　
本
市
の
民
生
委
員
の
定
数
は
、

５
６
１
人
で
あ
り
、
令
和
４
年
の

一
斉
改
選
当
時
の
欠
員
は
15
人
で
あ
っ

た
。
現
在
、
民
生
委
員
１
人
当
た
り
の

担
当
世
帯
数
の
多
さ
や
担
い
手
不
足
等

の
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。

　
市
と
し
て
は
、
災
害
時
の
連
絡
を
迅

速
化
す
る
た
め
に
通
信
ア
プ
リ
を
導
入

す
る
な
ど
、
民
生
委
員
の
業
務
量
の
削

減
に
努
め
て
い
る
。
ま
た
、
今
年
度
か

ら
市
単
独
事
業
と
し
て
民
生
委
員
協
力

員
制
度
を
創
設
し
、
民
生
委
員
の
指
示
、

指
導
の
下
、
地
域
の
見
守
り
活
動
等
で

民
生
委
員
を
補
佐
す
る
人
員
を
新
た
に

配
置
し
て
い
る
。
今
後
、
例
え
ば
民
生

委
員
協
力
員
の
対
象
を
個
人
に
限
ら
ず

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
に
も
拡
大
す
る
な
ど
、

担
い
手
不
足
を
補
完
す
る
仕
組
み
を
さ

ら
に
研
究
し
て
い
く
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
マ
イ
ナ
保
険
証
の
普
及
に
つ
い
て

池田　明弘
（長岡市公明党）

　
本
市
は
支
所
の
一
部
機
能
を
本

庁
や
地
域
事
務
所
に
移
管
す
る
本

庁
・
支
所
機
能
の
見
直
し
を
進
め
て
い

る
が
、
改
め
て
支
所
地
域
に
お
け
る
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
市
の
基
本

的
な
考
え
を
伺
う
。

　
支
所
地
域
で
は
、
地
域
の
担
い

手
不
足
に
よ
り
、
除
雪
や
空
き
家
、

鳥
獣
被
害
へ
の
対
応
等
の
問
題
が
顕
在

化
し
て
お
り
、
地
域
社
会
の
維
持
が
市

政
の
最
重
要
課
題
の
一
つ
と
な
っ
て
い

る
。
市
で
は
、
支
所
地
域
の
目
指
す
地

域
像
と
し
て
、
安
全
・
安
心
に
住
み
続

け
ら
れ
る
地
域
と
、
地
域
の
個
性
を
生

か
し
、
将
来
に
向
け
て
新
た
な
価
値
を

生
み
出
し
て
い
く
地
域
の
二
つ
を
設
定

し
た
。
そ
の
実
現
に
向
け
、
支
所
と
地

域
の
連
携
強
化
等
に
よ
る
マ
ン
パ
ワ
ー
の

確
保
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
強
化
、Ｉ
Ｃ
Ｔ

の
活
用
に
よ
る
良
好
な
生
活
環
境
の
提

供
、
移
住
等
の
推
進
、
地
域
を
愛
す
る
気

持
ち
の
醸
成
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
支
所
地
域
の
自
然
や
伝
統
文
化
を
守

り
、
新
た
な
価
値
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
は
、
本
市
全
体
の
魅
力
向
上
に
も
つ

な
が
る
。
地
域
の
マ
ン
パ
ワ
ー
を
結
集

し
て
課
題
解
決
を
図
り
な
が
ら
、
住
み

続
け
ら
れ
る
地
域
を
つ
く
っ
て
い
く
。

　
全
て
の
窓
口
業
務
を
支
所
で
も

対
応
で
き
る
よ
う
に
す
べ
き
と
考

え
る
が
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
本
庁
・
支
所
機
能
の
見
直
し
後

に
お
い
て
も
、
こ
れ
ま
で
支
所
で

行
っ
て
い
た
各
種
相
談
や
手
続
き
は
各

支
所
の
窓
口
で
受
け
付
け
て
い
る
。
一

部
の
専
門
的
な
相
談
は
、
支
所
職
員
が

本
庁
と
連
絡
を
取
り
、
そ
の
場
で
対
応

し
た
り
、
必
要
に
応
じ
て
本
庁
職
員
が

支
所
に
出
向
い
て
対
応
す
る
な
ど
、
柔

軟
で
き
め
細
か
な
窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
取

り
組
ん
で
い
る
。
今
後
も
、
支
所
地
域

の
住
民
が
各
種
相
談
や
手
続
き
を
支
所

の
窓
口
で
行
え
る
よ
う
対
応
し
て
い
く
。

も
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
芸
術
活
動

に
触
れ
る
機
会
の
充
実
を
さ
ら
に
図
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　
指
導
ス
タ
ッ
フ
お
よ
び
活
動
サ

ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
そ
の
必
要

人
員
お
よ
び
人
員
に
不
足
が
生
じ
た
場

合
の
対
応
を
伺
う
。

　
指
導
ス
タ
ッ
フ
お
よ
び
活
動
サ

ポ
ー
タ
ー
は
、
約
１
１
０
の
ス

ポ
ー
ツ
活
動
と
約
20
の
文
化
芸
術
活
動

に
そ
れ
ぞ
れ
２
人
を
配
置
す
る
場
合
、

計
２
５
０
人
程
度
、
１
人
が
午
前
と
午

後
で
異
な
る
部
活
動
を
担
当
す
る
と
し

て
、
そ
の
半
分
の
人
員
が
必
要
と
な
る
。

仮
に
人
員
に
不
足
が
生
じ
た
場
合
、
指

導
員
が
土
曜
日
の
午
前
と
午
後
、
日
曜

日
の
午
前
と
午
後
で
異
な
る
部
活
を
担

当
す
る
な
ど
、
必
要
人
員
を
削
減
す
る

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
し
て
い
る
が
、

ま
ず
は
人
員
確
保
に
努
め
た
い
と
考
え

て
い
る
。
引
き
続
き
、
学
校
を
通
じ
た

周
知
な
ど
広
報
に
努
め
る
と
と
も
に
、

県
内
の
大
学
や
市
内
の
企
業
に
も
協
力

を
働
き
か
け
る
な
ど
広
く
希
望
者
を
募

り
、
人
材
を
確
保
し
て
い
く
。

長坂　将志
（共産党市議団）

大竹　雅春
（市民クラブ）

笠井　綾華
（無所属クラブ）

本
市
に
お
け
る

部
活
動
地
域
移
行
に
つ
い
て

Ｐ
Ｈ
Ｒ
の
利
活
用
に
よ
る

健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の

配
置
に
つ
い
て

支
所
地
域
に
お
け
る

公
共
施
設
の
在
り
方
に
つ
い
て

本
庁
・
支
所
機
能

　
見
直
し
後
の
諸
課
題
と

今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

※

1

※

2

池田　明弘

長坂　将志

大竹　雅春

笠井　綾華

　
個
別
避
難
計
画
の
作
成
期
間
の

目
安
に
つ
い
て
、
市
の
考
え
を
伺

う
。
ま
た
、
そ
の
期
間
内
に
避
難
支
援

実
施
者
を
決
定
す
る
の
か
伺
う
。

　
令
和
３
年
度
に
個
別
避
難
計
画

の
作
成
が
市
町
村
の
努
力
義
務
と

さ
れ
、
優
先
度
の
高
い
避
難
行
動
要
支

援
者
に
つ
い
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ

て
、
５
年
程
度
で
取
り
組
む
も
の
と
規

定
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
市
に
お

い
て
も
、
７
年
度
末
を
目
安
に
作
成
を

進
め
て
い
る
。
ま
た
、
避
難
支
援
実
施

者
に
つ
い
て
は
、
７
年
度
末
ま
で
に
選

定
し
、
計
画
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
考
え
て
い
る
が
、
現
実
に
は

支
援
者
を
特
定
で
き
な
い
事
例
も
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　
個
別
避
難
計
画
に
実
効
性
を
持

た
せ
る
た
め
の
今
後
の
方
向
性
に

つ
い
て
、
市
の
考
え
を
伺
う
。

　
現
在
市
で
は
、
優
先
度
の
高
い

避
難
行
動
要
支
援
者
に
つ
い
て
、

個
別
避
難
計
画
の
作
成
を
進
め
て
い
る
。

そ
の
中
で
支
援
者
が
い
な
い
、
ま
た
は

見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
、
本
人
の
意
向

や
個
人
情
報
保
護
の
観
点
も
考
慮
し
た

上
で
、
町
内
会
や
自
主
防
災
会
等
の
理

解
と
協
力
を
得
な
が
ら
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
支
援
体
制
を
検
討
し
て
い
く

必
要
が
あ
る
。
そ
の
場
合
、
要
支
援
者

と
地
域
の
仲
立
ち
が
必
要
と
な
る
ほ
か
、

支
援
者
の
選
定
に
当
た
り
、
民
生
委
員

等
の
福
祉
関
係
者
や
町
内
会
、
自
主
防

災
会
等
と
の
調
整
が
生
じ
る
。
以
上
を

踏
ま
え
、
今
後
福
祉
保
健
部
と
危
機
管

理
防
災
本
部
が
よ
り
連
携
し
て
体
制
を

強
化
し
、
地
域
に
入
っ
て
支
援
者
の
選

定
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
。
そ
し
て
、
市
と
地
域
が

個
別
避
難
計
画
に
つ
い
て
認
識
を
共
有

し
な
が
ら
、
実
効
性
の
あ
る
計
画
づ
く

り
を
進
め
て
い
く
。

本
市
に
お
け
る
誰
一人
取
り
残
さ
な
い

防
災
へ
の
取
組
に
つ
い
て

高橋　美里

※１　PHR：Personal Health Record（パーソナル・ヘルス・レコード）の略。個人の健康診断結果や服薬歴等の健康等情報を電子記録として本人や家族が正確に把握するための仕組み。
※２　ICT：Information and Communication Technology（インフォメーション・アンド・コミュニケーション・テクノロジー）の略。情報通信技術。

高橋　美里
（無所属クラブ）

12月定例会のご案内 12月定例会の日程については、
市議会ホームページをご確認ください。

本会議

議会運営委員会

・開会　　午後１時
・受付　　午後０時30分からアオーレ長岡西棟２階（傍聴受付）にて
・定員　　一般席65人、車いす席２人、親子傍聴席10人

常任委員会
・開会　午前10時
・受付　午前９時30分からアオーレ長岡
　　　　西棟４階（議会事務局）にて
・定員　12人

・開会　午前11時30分
・受付　午前11時からアオーレ長岡
　　　　西棟４階（議会事務局）にて
・定員　12人

議場傍聴席 親子傍聴席
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号233市議会だより市議会だよりなが
おか
なが
おか

　
令
和
４
年
11
月
に
本
市
の
鳥
越

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
で
発
生
し
た

死
亡
事
故
に
つ
い
て
、
深
刻
な
事
故
等

が
発
生
し
た
場
合
に
多
く
の
自
治
体
が

行
う
よ
う
に
、
調
査
委
員
会
を
設
置
し
、

経
緯
や
原
因
を
ま
と
め
た
調
査
報
告
書

を
公
表
す
べ
き
だ
っ
た
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
伺
う
。

　捜
査
権
限
を
持
た
な
い
市
の
組

織
が
行
う
調
査
に
は
限
界
が
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。
市
と
し
て
も
、
事

故
後
に
現
地
の
確
認
や
職
員
へ
の
聞
き

取
り
を
行
う
な
ど
、
調
査
を
実
施
し
て

き
た
が
、
事
故
原
因
等
の
解
明
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
事
故
の
原
因
等
は
司
法

の
場
等
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
く
も
の

と
考
え
て
お
り
、
引
き
続
き
警
察
の
捜

査
に
全
面
的
に
協
力
し
て
い
く
こ
と
が

市
と
し
て
重
要
な
こ
と
と
考
え
て
い
る
。

　
令
和
６
年
３
月
定
例
会
の
令
和

６
年
度
一
般
会
計
予
算
に
対
す
る

賛
成
討
論
に
お
い
て
、
長
岡
令
和
ク
ラ

ブ
の
関
充
夫
議
員
か
ら
長
岡
戦
災
資
料

館
の
移
転
事
業
に
関
し
て
、「
執
行
部

側
か
ら
は
、
反
対
す
る
な
ら
市
長
は
今

後
応
援
し
な
い
と
い
う
言
葉
を
会
派
の

み
ん
な
に
言
わ
れ
ま
し
た
」
と
の
発
言

が
あ
っ
た
。
二
元
代
表
制
の
根
幹
に
か

か
わ
る
看
過
で
き
な
い
発
言
で
あ
る
が
、

発
言
は
事
実
か
伺
う
。

　長
岡
戦
災
資
料
館
の
移
転
事
業

に
つ
い
て
個
別
に
説
明
す
る
中
で

の
発
言
と
思
わ
れ
る
が
、
本
事
業
の
趣

旨
に
つ
い
て
理
解
を
求
め
、
引
き
続
き

執
行
部
と
議
員
と
で
信
頼
関
係
を
大
切

に
し
た
い
と
い
う
思
い
を
伝
え
た
も
の

で
あ
る
。
直
接
的
に
そ
う
し
た
発
言
を

し
た
と
は
認
識
し
て
い
な
い
が
、
誤
解

を
招
い
た
こ
と
は
反
省
し
て
お
り
、
申

し
訳
な
く
思
っ
て
い
る
。
二
元
代
表
制

に
お
け
る
議
会
と
執
行
部
は
互
い
に
独

立
し
た
対
等
な
関
係
で
あ
り
、
議
案
に

対
し
賛
成
を
強
い
た
意
図
は
な
い
。

●
そ
の
他
の
質
問

・
柏
崎
刈
羽
原
発
の
再
稼
働
問
題
に
つ

い
て

　各常任委員会では、議案審査のほかにそれぞれ担当する事業等について質問する
「所管事項に関する質問」を行っています。ここでは、質問の一部を掲載しています。
　詳しくは会議録（11月中旬発行予定）、インターネット録画中継をご覧ください。

９月定例会　
常任委員会の所管事項に関する質問
総務委員会 文教福祉委員会
●働く女性を支援する取り組み

●地方創生10年の成果および課題と今後の取り組み

●原発災害時のモニタリング方法と避難計画

●中核市移行に係る検討状況と市長の意向

●摂田屋地区を中心としたＨＡＫＫＯ ｔｒｉｐの評価と今後の展開

●公共工事提出資料の簡素化と電子化に係る市の認識と事業者への対応 ほか

●子宮頸がんワクチンのキャッチアップ接種の周知

●新生児聴覚検査における受検状況と未受検乳児の保護者への対応

●新型コロナワクチンに係る接種記録および予診票の保存期間

●全国学力・学習状況調査結果を受けた地域間や学校間の格差の有無と格差を

防ぐ取り組み

●不登校児童・生徒の居場所づくりに係る取り組み状況 ほか

産業市民委員会 建設委員会
●部活動種目以外のさまざまなスポーツ活動も選択できる体制づくりの内容
●中之島信条クリーンセンターで発生した火災の原因となったリチウムイオン

電池の分別と適切な排出への取り組み
●農業用施設等の渇水対策支援の取り組み状況
●ｅスポーツを含む新たなスポーツ活動と部活動地域移行との連携体制
●ＡＥＤ内への三角巾の配備に対する市の認識と今後の対応
●佐渡島の金山が世界文化遺産に登録されたことを踏まえた本市の観光施策
●コミュニティセンターのネット環境整備の目的と整備状況 ほか

●空き家の増加に対する市の取り組み

●自動運転サービスやライドシェアの導入に対する市の考え

●道路橋のメンテナンス実施に係る課題と今後の取り組み

●マンションの適正管理

●下水道広報のこれまでの取り組みと今後の展開

●狭あいな踏切および道路の安全対策 ほか

ハ ッ コ ー ト リ ッ プ
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○：会派全員が賛成　×：会派全員が反対

会 派 別 議 案 賛 否 一 覧 表
９月定例会

会　派　名
（　）は所属議員数

議 案

市
民
ク
ラ
ブ
⒀

長
岡
令
和
ク
ラ
ブ
⑸

共
産
党
市
議
団
⑶

長
岡
市
公
明
党
⑶

無
所
属
ク
ラ
ブ
⑶

市
民
さ
わ
や
か
ク
ラ
ブ
⑵

無

所

属

Ａ

無

所

属

Ｂ

無

所

属

Ｃ

無

所

属

Ｄ

議決結果

市
　

長
　

提
　

出
　

議
　

案

専 決 処 分 専決第９号　令和６年度一般会計補正予算 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 承　　 認

補 正 予 算
令和６年度一般会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

令和６年度介護保険事業特別会計 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

条　
　

例

制　 定 総合計画策定委員会条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

一部改正

個人番号の利用等に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

保育園条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

国民健康保険条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

診療所設置条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

そ の 他

町（字）の区域及び名称の変更 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

契約の締結（栃尾支所庁舎解体工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

契約の締結（宮内小学校校舎等大規模改造機械設
備工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

契約の締結（長岡リリックホール空調設備改修工事） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

契約の締結（橋りょう上部工事（市道344号線・
宝田橋）） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

契約の締結（東川口保育園移転改築工事　変更契約）○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

財産の取得（はしご付消防自動車　１台） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

決　　 算

決算の認定（令和５年度一般会計及び特別会計） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　　 定

剰余金の処分及び決算の認定（令和５年度下水道
事業会計） ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

及び認定

剰余金の処分及び決算の認定（令和５年度水道事
業会計） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

及び認定

剰余金の処分及び決算の認定（令和５年度簡易水
道事業会計） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

及び認定

決算の認定（令和５年度寺泊老人ホーム組合一般
会計） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 認　　 定

議

員

提
出
議
案

条 例 制 定 自助・共助の意識を高め市民のいのちを守る条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

委
員
会

提
出
議
案

会 議 規 則
一 部 改 正 議会会議規則 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

条 例
一 部 改 正 議会委員会条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 原案可決

会派別議員名簿（９月24日現在）

市 民 ク ラ ブ

池田　和幸　　田中　茂樹

豊田　　朗　　多田　光輝

波多　恵理　　二ツ家和樹

大淵　正文　　金子陽奈子

大竹　雅春　　丸山　広司

松井　一男　　丸山　勝総

五井　文雄　　　　　　　

長 岡 令 和
ク ラ ブ

関　　充夫　　神林　克彦

松野憲一郎　　五十嵐良一

山田　省吾　　　　　　　

共産党市議団
笠井　則雄　　服部　耕一

長坂　将志　　　　　　　

長岡市公明党
池田　明弘　　中村　耕一

藤井　達徳　　　　　　　

無所属クラブ
衣川　広志　　高橋　美里

笠井　綾華　　　　　　　

市民さわやか
ク ラ ブ

関　　正史　　酒井　正春

無 所 属

Ａ　三澤　寛人　　　　　

Ｂ　桑原　　望　　　　　

Ｃ　水科　三郎　　　　　

Ｄ　関　　貴志　　　　　

Ｅ　加藤　尚登（議長）　 

※�９月27日付で、大竹雅春議員は市民クラブを離脱し、
無所属となりました。



令和５年度決算を認定

一般会計決算に対する各会派の意見・評価

決算審査特別委員会で審査しました
　９月定例会において決算審査特別委員会を設置し、９月17日から19日まで
の３日間にわたり、令和５年度の予算が適正かつ効果的に執行されたかどう
か審査しました。
　審査の結果、一般会計・特別会計・下水道事業会計・水道事業会計・簡易
水道事業会計の決算は、いずれも認定となりました。
　なお、決算審査特別委員会の委員は、以下のとおりです。

　令和５年度一般会計決算は、実質収支が49億８千万円の黒字となった。物価
高騰等に伴い、経常収支比率、実質公債費比率の上昇が見られたものの、依然
として安全な水準が保たれており、健全な財政運営が行われている。令和５年
５月に新型コロナウイルス感染症が５類感染症に移行した中、いち早く町内会
活動支援給付金や農作物次期作支援事業などを実施し、物価高騰等に幅広く対
応したことは高く評価する。
　さらなる市民生活の向上と持続的な財政運営に期待し、本決算の認定に賛成
する。

◎五井　文雄　　○松野憲一郎　　　三澤　寛人
　高橋　美里　　　長坂　将志　　　大淵　正文
　金子陽奈子　　　衣川　広志　　　多田　光輝
　神林　克彦　　　服部　耕一　　　池田　明弘
　大竹　雅春　　　池田　和幸　　　丸山　広司
　関　　正史　　　藤井　達徳　　　　　　　　

＜令和５年度一般会計決算の概要＞
　一般会計の歳入総額から歳出総額と翌年度に繰り越すべき財源を差し引いた実質収
支は、49億8,497万９千円の黒字となりました。

歳入
　市税や普通交付税、ふるさと納税寄附金などの一般財源収入が前年度より増え、令
和４年度の実質収支約63億円が繰越金として含まれています。

歳出
　急激な物価高騰や新型コロナウイルス禍後の社会変化に対応するため、快適で安全
安心に暮らせるまちづくりに向けた取り組みとして、子育て環境と医療・福祉の充実や、
地域コミュニティ力の強化と愛着の持てる地域づくりに取り組みました。
　また、「新しい米百俵」による人材育成では、「米百俵プレイス ミライエ長岡」を拠
点に長岡の未来を担う人材を育成し、「長岡版イノベーション」による成長戦略と地域
経済の活性化では、循環型社会の実現や地域と行政のＤＸ化を進めました。
　さらに、長岡を楽しく元気にする活動の推進と魅力発信として、誰でも気軽に参加
できて元気になれる機会と環境を整えるとともに、歴史の継承と地域資源を生かした
まちづくりを進めました。

決算審査特別委員会の様子

＜決算審査特別委員会委員＞　（◎委員長　○副委員長）

賛 成 市民クラブ

　福祉分野では、妊産婦医療費助成制度の所得制限が撤廃され、対象者が大幅
に拡大したことは評価する。一方で、難聴者補聴器購入費助成事業については、
評価しつつも、対象年齢の拡大が求められる。また、異常な高温と渇水の影響
による収入減少から農家の経営を下支えする農作物次期作支援金等の事業は評
価できる。中心市街地再開発事業の最後となる米百俵プレイス東館工事につい
ては、予算内に収め、市民の役に立つ事業効果の高いものになるように求める。
　以上の意見を付し、本決算の認定について賛成する。

賛 成 共産党市議団

　令和５年度は、新型ウイルス禍から立ち直りの時期であり、加えて世界情勢
の影響による原材料価格の上昇や国内における物価高騰など、市民生活に不透
明感が漂っていた。こうした状況下において、子どもの健やかな育ちに資する
各種支援の強化や、地域コミュニティの中核となる町内会への支援強化、雪害
対応の強化に取り組んだ点は評価する。
　今後は社会情勢の変化と現場の実情を見据え、歳入の状況や事業成果の分析
に基づいた政策を行っていくことに期待し、本決算の認定に賛成する。

賛 成 長岡令和クラブ

　令和５年度は、新型ウイルス禍後の社会の変化に対応するため、地域コミュ
ニティ力の強化や産業・行政のＤＸ化、カーボンニュートラルの推進など多岐
にわたる新たな取り組みを進めたことは、市民の暮らしの安心・安全と本市の
更なる発展のための取り組みとして評価する。また、急激な物価高騰や渇水に
対し、その都度補正予算を組み、市民に寄り添った対応を講じたことも高く評
価する。
　引き続き、誰一人取り残さないまちづくりに努めることを期待し、本決算の
認定に賛成する。

賛 成 長岡市公明党

　物価高騰対策、農業支援対策については評価する。一方で、入札関係におい

て不調となる案件が際立った。現状を十分に把握し、予算執行を行うことを要

望し、本決算の認定に賛成する。

賛 成 市民さわやかクラブ
　令和５年度決算は、財政指標の悪化と起債に依存したインフラ整備など将来
世代への負担を増やし、また事業成果の定量的な評価が不十分であるなど問題
も含んでいる。
　一方で、財政運営の安定化と将来への備えとして財政調整基金などに積み立
てたことや、急激な物価高騰や新型ウイルス禍後の社会変化に対応するための
措置を講じたこと、行政事務の効率化に資するＤＸの推進など評価できる点も
あることから、本決算の認定に賛成する。

賛 成 無所属クラブ

※３　DX（デジタルトランスフォーメーション）：デジタル技術を取り入れ、市民生活や行政サービスをより良く変化させること。

※3
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区　分 歳　入 歳　出

一般会計
1,443億6,607万５千円
（対前年比3.0％減）

1,380億2,004万７千円
（対前年比2.6％減）

特別会計
下水道事業会計
水道事業会計
簡易水道事業会計

779億7,691万６千円
（対前年比0.2％増）

819億2,910万１千円
（対前年比0.8％減）
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９月

９

月

定

例

会
（
22
日
間
）

３日
議会運営委員会
本会議（招集日）
文教福祉委員会

４日
市民防災条例（仮称）制定検討委員会

本会議
５日
９日 建設委員会
10日 文教福祉委員会
11日 産業市民委員会
12日 総務委員会

17日～19日 決算審査特別委員会

20日 子ども・若者の権利条例（仮称）制定
検討委員会

24日
議会運営委員会
本会議（最終日）

10月

15日～17日
総務委員会行政視察
文教福祉委員会行政視察

18日 議員協議会

21日 子ども・若者の権利条例（仮称）制定
検討委員会

25日
議会活性化特別委員会
議会運営委員会

30日
～11月１日

産業市民委員会行政視察
建設委員会行政視察

※�常任委員会行政視察報告については、次号（令和７年２月１
日発行234号）に掲載します。

市議会の活動状況

10月18日　議員協議会を開催

８月８日、９日
子ども・若者の権利条例（仮称）制定検討委員会が行政視察を実施

特別委員会 活動報告　９月定例会において各委員長から報告された中間報告の要約です。

　議員協議会を開催し、以下の２点について市から説

明がありました。

　（１）�「長岡市総合計画」および「第２期長岡市まち・

ひと・しごと創生総合戦略」の進捗状況、成

果および方向性について

　（２）�長岡市中心市街地活性化基本計画(第４期計画)

の策定について

　子ども・若者の権利条例（仮称）制定検討委員会で
は、子ども・若者の権利に関する条例の制定や子ども・
若者の権利擁護の取り組みの先進地である、東京都多
摩市、神奈川県横須賀市および埼玉県北本市で行政視
察を行いました。　
　今後の会議を経て条例案が決定した際には、パブ
リックコメントにより、市民の皆様から広く意見を募
集する予定です。

　本委員会は、令和５年11月６日および今年７月22日に会議を開き、大河津
分水路および長岡東西道路の整備について理事者から説明を受け、議論を交
わしてきた。また、今年７月22日には大河津分水路改修事業の進捗状況など
の確認のため、現地視察を行った。
　大河津分水路改修事業では、現在、新第二床固の本体工事や野積橋架け替
え工事、山地部等の掘削が鋭意進められている。野積橋架け替え工事におい
ては、下部工事も残り１基の橋脚を施工中で、今年度から車道や歩道等を整
備する上部工事に着手した。
　長岡東西道路では、令和５年11月に長岡東西道路４車線化等整備促進期成
同盟会を設立し、今年７月15日には総決起大会を開催して、国・県に全線４
車線化等の早期実現を要望した。また、渋滞が目立つ西宮内１丁目交差点に
おいては、今年度から改良工事に着手した。
　両事業ともに本市にとって重要であるため、早期完成に向けて、関係機関
とともに努力していきたいと考えている。

　本委員会は令和５年12月に設置し、一般質問の在り方について５回にわた
り議論を重ねてきた結果、一定の結論に達した。
　一般質問において、質問内容が細かすぎるなど市民にとって分かりにくく
なっている現状を確認し、一般質問と所管事項に関する質問のすみ分けの必
要性と、市民にとって分かりやすい一般質問の在り方について議論を行った。
　その結果、本市独自の伝統ある所管事項に関する質問は今後も継続し、議
会基本条例に沿って一般質問とのすみ分けを行うことを確認した。
　市民にとって分かりやすい一般質問の在り方については、質問項目のみ記
載されている通告書の様式を改め、具体的な質問内容を記載し、これに沿っ
て理事者との打合せを行うことを決定した。また、ホームページや通告一覧
表に質問項目のみ掲載していたものを、具体的な質問内容まで掲載すること
に決定した。
　これにより、市民が議論の内容をより理解しやすくなり、議会の活性化に
つながる効果が期待できる。
　今後は、会派制について協議を進めていく。

議員協議会の様子

行政視察の様子（東京都多摩市）

議員の年賀状は禁止されています 市議会議員は、答礼のための自筆によるものを除き、選挙区内の人に対して年賀状を出すことや
お歳暮などを贈ることが公職選挙法で禁止されています。ご理解をお願いいたします。

請願・陳情をオンラインで提出できるようになりました

長岡市議会 検索⬅⬅

令和６年10月１日から、請願・陳情をオンラインでも受け付けています。これまでどおり、議会事務局への持参または郵送での提出も可能です。

※スマートフォン、タブレット端末からも提出
　できます。

※スマートフォンの場合は、コンテンツメニューを展開して「請願・陳情」をクリックしてください。

　　大河津分水・長岡東西道路整備推進特別委員会 　　議会活性化特別委員会

長岡市議会ホームページ

①長岡市議会ホームページにアクセス ②「請願書・陳情書の出し方」のページにアクセス

「請願・陳情」
をクリック 「請願書・陳情書

の出し方」を
クリック


